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16 17.6 テューターのあるべき態度 6 6.6
テューターの位置 2 2.2
テューターの姿勢 8 8.8




学生サポート 17 18.6 学生の現状 9 9.8
学生支援 8 8.8
合　計 91 100 91 100 91 100
表３　教員がとらえたテューター像
５次カテゴリー コード数 割合（％）４次カテゴリー コード数 割合（％） ３次カテゴリー コード数 割合（％）
テューター像 83 100 テューターの
資質



























合　計 83 100 83 100 83 100
表４　教員がとらえたテューター役割の統合









4 28.6 PBL学習の実習での効果 4 28.6















































































5：そう思う 4 3 2 1： そう思わない
人数（％）
１．研修後，PBL授業の課題作成の仕方がわかった 0（   0） 7（41.2） 5（29.4） 3（17.6） 1（ 5.9）
２．PBLの評価について理解が深まった 1（ 5.9） 6（35.3） 6（35.3） 2（11.8） 1（ 5.9）
３．研修後，テューターの役割について理解が深まった 5（29.4） 11（64.7） 1（ 5.9） 0（   0） 0（   0）
４．望ましいテューター像をイメージすることができた 6（35.3） 11（64.7） 0（   0） 0（   0） 0（   0）
５．テューターの役割について不安が解消された 1（ 5.9） 9（52.9） 7（41.2） 0（   0） 0（   0）
６．テューターの役割について迷いが解決された 0（   0） 9（52.9） 8（47.1） 0（   0） 0（   0）
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